
Ⅳ　第７次調査までの総括

今回の第７次調査をもって昼飯大塚古墳の範囲確認調査をひとまず終了することとなった。昭和５５年度

にはじめて測量をおこない、周壕などにトレンチを設定した第１次調査から２０年を経ている。当時墳丘長

１３７ｍと報告され、岐阜県最大の前方後円墳との評価がなされた後はしばらくの空白があったが、整備構

想に始まる平成５年度の再測量、平成６年度の第２次調査以後は毎年多くの成果を蓄積してきた。ここで長

年の調査成果を要約しきれるものではないが、今後刊行予定の正報告書までの橋渡しをしておきたい。

墳丘形態と規模の確定は国史跡とする上でも重要な調査課題であった。周辺の宅地化や墳丘の改変はトレ

ンチ設定などに影響を及ぼしたが、物理探査やボーリング調査を併用した方法を駆使し、第６次調査までに

墳丘長約１５０ｍ、後円部径約９６ｍ、くびれ部幅約５５ｍ、前方部幅約８２ｍという数値を得るにいたった。

これから復元できる墳丘形態は大和北部に造営された古墳群のものと近似し、前方部３段、後円部３段とい

う段築成からみても、昼飯大塚古墳が畿内特定勢力との密接な関係を背景に築造されたことが窺える。

後円部頂では比較的良好な状態で遺構や遺物を確認した。径約２０ｍで配置された外周埴輪列は前方部に

まで続くことを確認し、その内側には方形区画や方形壇はみいだせなかったが、家・靫・盾・蓋・甲冑形な

どの形象埴輪の存在を推定できた。また、後円部頂の特定の範囲から集中して滑石製などの玉、小型の土師

器、笊形土器や土製品が出土し、葬送儀礼に関する多くの情報を収集することができた。

墓壙内の竪穴式石室と粘土槨はほぼ同時に構築されたと判断している。石室は盗掘を受けていたが、盗掘

坑埋土から玉類、刀子・斧・坩形などの石製模造品や緑色凝灰岩製・滑石製の石釧などが出土し、副葬品の

一端を把握することができた。墓壙内西部では刀剣と柄付斧などの農工具からなる鉄製品群が、石室と粘土

槨を被覆する程度まで墓壙が埋め戻された段階で、それらの主軸に直交する方向で配置されていた。これが

第３の埋葬に伴うものか、あるいはほかの解釈をすべきものかは今後の調査課題である。

築造時期については、円筒埴輪や形象埴輪、滑石製玉類、土師器、石製模造品などの特徴をもって、周辺

の古墳との比較では矢道長塚古墳よりも後、遊塚古墳よりは前と考えるのが妥当である。実年代におきかえ

ると４世紀後葉としておきたいが、この時期に限れば昼飯大塚古墳は東海地方最大規模となる。被葬者の具

体像はみえないにしても、畿内特定勢力との連携のもと造墓と様々な儀礼を受容した勢力層は、不破を拠点

とし４世紀代を通して濃尾平野の広い範囲にわたって政治的な覇権を握っていたものと考えられる。（中井）
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墳丘形態の復元 １段目については、第６次調査の概報における復元案を大きく修正する情報は新たに

得られていないため、この復元案をそのまま踏襲する。墳丘長約１５０ｍ、後円部径約９６ｍ、くびれ部幅約

５５ｍ、前方部前端幅約８２ｍとなる。後円部２段目は１１トレンチ拡張区で２段目斜面葺石の基底石が検出

され、直径約７７ｍに復元できる。ただし、１３トレンチで検出された２段目斜面基底石はこの円弧からは

ずれるため、２段目に関しては円の中心がずれる可能性があるが、１３トレンチの基底石が攪乱されて動い

ている可能性もある。後円部３段目は１３トレンチで３段目斜面基底石が検出され、第６次調査における

１８トレンチの成果と合わせて直径約５５ｍに復元できる。前方部に関しては、１８トレンチ拡張区で３段目

斜面基底石が検出されており、これを主軸で折り返すとくびれ部の３段目の幅は約１４ｍとなる。６トレン

チで検出されている前方部３段目斜面基底のラインと結ぶと、１・２段目とその開きが異なり、主軸に対し

て約４度となる。このことから、１・２段目と３段目は相似形にならないとみられる。前方部前端の幅は２

段目が５９ｍ、３段目が２７ｍ程度であったと復元できる。平坦面の幅は前方部と後円部ともに、１段目で

４．５ｍ、２段目で３．５ｍ程度に復元できる。また、１７トレンチで検出された葺石から、前方部頂と後円部

頂を結ぶスロープは幅５．５ｍ程度であったと復元できる。長さは不明だが、斜距離で２０ｍ以上あったと考

えられる。１８トレンチで確認された葺石の状況と１７トレンチでの状況から、スロープは途中までは後円

部斜面と同一面であったとみられる。墳丘の北と南で各斜面基底石のレベルを比較してみると、すべての平

坦面で北側が３０cm程度高くなっている。これは北東から南西に緩やかに傾いている原地形に影響されてい

るためであろう。各斜面基底石のレベルから、各平坦面は同一の面を形成していると復元できるが、３段目

基底石では６トレンチより１８トレンチが約４０cm高くなっている。ほかの段と同様に前方部前端に向かっ

て緩やかに上がっていくよう復元すると、２段目については前方部と後円部で平坦面が連続していなかった

可能性がある。１段目斜面基底からの比高は後円部頂で約１３ｍ、前方部頂で復元して約９．５ｍをはかる。

周壕形態の復元 発掘調査で周壕の立ち上がりあるいは肩が検出されたのは４・６トレンチのみである

が、周壕は地山を削り出して成形していることが確認されている。従って、ボーリング調査の試料から得ら

れた地山のレベルをもとに傾斜変換点を推定し、周壕の形態を復元することが可能となる。まず、後円部側

の調査で得られた試料から想定される傾斜変換点を通る円弧を引くと、ほぼ墳丘と同心円となる。また、前

方部の南側については、６トレンチで確認された周壕の肩とボーリング調査から想定される傾斜変換点を結

ぶと１０トレンチ東側で後円部側の円弧とぶつかるため、周壕の外形は前方後円形に復元できる。周壕は前

方部前端に向かって幅を減じている。以上、墳丘南側については発掘調査で確認された成果と矛盾すること

なく周壕の形態を復元できた。西側では、２トレンチで確認された地山の傾斜変換点が周壕の立ち上がりに

あたるとみられるが、それより上部は削平されてしまっている。北側に関しては調査地点の地山のレベルが

高いため、ボーリング調査では明確な傾斜変換点を捉えられず、周壕を復元することが困難であった。地中

レーダ探査では、南側の周壕形態を主軸で折り返した位置に傾斜変換線を捉えられず、幅が狭かったとみら

れる。また、地山のレベルと探査の結果を合わせることにより、前方部北側の前端よりに陸橋状の施設が付

設されていた可能性が指摘された。この施設は基底で長さ、幅ともに約１０ｍの規模に復元できる。このほ

かに周壕形態を復元できる情報として、民家の建替工事に伴う立会調査によって、後円部北側に周壕の落ち

込みが確認されていることがあげられる。これらから周壕の規模を復元すると、幅は基底で後円部側９ｍ程

度、くびれ部付近で２３ｍ程度、前方部前端で１１ｍ程度をはかり、全体としては前方後円形を呈するが、

墳丘と相似形ではなく、また左右非対称である可能性が高い。 （東方）
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